
○
経
済
産
業
省
関
係
特
定
保
守
製
品
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
経
済
産
業
省
令
第
二
十
六
号
）

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及

び
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
四
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
適
用
）

第
二
条

こ
の
省
令
は
、
特
定
保
守
製
品
の
う
ち
令
別
表
第
三
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
章

事
業
の
届
出
等

（
事
業
の
届
出
等
）

第
三
条

法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
届
出
書
を
当
該

特
定
製
造
事
業
者
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
を
当
該
特
定
製
造
事
業
者
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済

産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
の
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
保
守
製
品
に
係
る
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
て
、

特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
書
面

二

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ

っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

三

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ

っ
て
、
前
号
の
相
続
人
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

四

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
を
承
継
し

た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

五

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
特
定
製
造
事
業
者
等
の
地
位
を
承
継
し

た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

４

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
事

業
者
等
は
、
様
式
第
七
に
よ
る
届
出
書
を
当
該
特
定
製
造
事
業
者
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
製
造
事
業
者
等
が
法
人

で
あ
る
と
き
の
、
法
人
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
と
す
る
。

６

法
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
八
に
よ
る

届
出
書
を
そ
の
者
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
特
定
保
守
製
品
の
区
分
及
び
型
式
の
区
分
）

第
四
条

法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
特
定
保
守
製
品
の
区
分
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
特
定
保
守
製
品
の
型
式
の
区
分
は
、
別
表
第
二
の
特
定
保
守
製
品
の
区
分
の
欄
に

掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
保
守
製
品
に
つ
い
て
、
同
表
の
型
式
の
区
分
の
欄
に
お
い
て
要
素
に
よ
る
区
分
と
し
て
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
要
素
が
二
以
上
あ
る
特
定
保
守
製
品
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
よ
る
区
分
と
し
て
掲
げ
る
区
分
の
一
を
す
べ
て
の
要

素
に
つ
い
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
ご
と
に
一
の
型
式
の
区
分
と
す
る
。

３

別
表
第
二
の
型
式
の
区
分
の
欄
に
お
い
て
一
の
要
素
に
つ
い
て
要
素
に
よ
る
区
分
と
し
て
掲
げ
る
区
分
が
二
以
上
あ
る
特
定
保
守
製
品
に
つ
い

て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
型
式
の
区
分
と

さ
れ
る
も
の
を
す
べ
て
の
区
分
に
つ
い
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
ご
と
に
一
の
型
式
の
区
分
と
す
る
。

第
三
章

点
検
そ
の
他
の
保
守
に
関
す
る
情
報
の
提
供

（
設
計
標
準
使
用
期
間
及
び
点
検
期
間
の
設
定
に
関
す
る
基
準
）

第
五
条

法
第
三
十
二
条
の
三
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る

。一

設
計
標
準
使
用
期
間

製
造
年
月
を
始
期
と
し
、
温
度
、
湿
度
そ
の
他
の
使
用
環
境
、
電
源
電
圧
、
運
転
負
荷
、
運
転
時
間
そ
の
他
の
使
用

条
件
及
び
運
転
回
数
そ
の
他
の
使
用
頻
度
に
つ
き
標
準
的
な
数
値
を
基
礎
と
し
て
、
加
速
試
験
、
耐
久
試
験
そ
の
他
の
科
学
的
試
験
を
行
っ
た

結
果
算
出
さ
れ
た
数
値
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
試
験
結
果
数
値
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
経
年
劣
化
に
よ
り
安
全
上
支
障
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
又
は
そ
の
旨
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
時
期
を
終
期
と
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
主
要
部
品
と
同
様
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
製
品
に
関
す
る
科
学
的
試
験
の
結
果
算
出
さ
れ
た
数
値
が
存
す
る

場
合
に
は
、
当
該
数
値
及
び
部
品
の
仕
様
又
は
素
材
そ
の
他
の
部
品
に
関
す
る
資
料
に
基
づ
き
合
理
的
に
算
出
さ
れ
た
数
値
を
も
っ
て
試
験
結

果
数
値
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

点
検
期
間

設
計
標
準
使
用
期
間
の
終
期
前
六
月
以
上
一
年
六
月
以
内
の
期
間
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
時
期
を
始
期
と
し
、
設
計
標
準
使
用
期

間
の
終
期
後
六
月
以
上
一
年
六
月
以
内
の
期
間
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
時
期
を
終
期
と
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
保
守
製
品
へ
の
表
示
）

第
六
条

法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
読
み
や
す
い
記
載
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法
（
容
易
に
は
く
離
し
な
い
方
法
を
含
む
。
）
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
保
守

製
品
に
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
の
す
べ
て
を
表
示
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
又
は
当
該
特
定
保
守
製
品
の
設
置
場
所

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
特
定
保
守
製
品
へ
の
表
示
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
遠
隔
操
作
装
置
の
表
面

そ
の
他
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
製
造
番
号
、
製
造
記
号
、
管
理
番
号

、
管
理
記
号
、
型
番
号
、
品
番
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
特
定
保
守
製
品
を
識
別
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
文
字
、
記
号

又
は
符
号
（
以
下
「
型
番
号
等
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。



（
特
定
保
守
製
品
へ
の
添
付
書
面
）

第
七
条

法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
の
書
面
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
容
易
に
識
別
し
、
及
び
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
記
載
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
説
明
の
用
に
供
す
る
書
面
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
法
第
三
十
二

条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
で
同
項
の
書
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
は
、
容
易
に
識
別
し
、
及
び
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
の
書
面
は
、
流
通
の
過
程
に
お
い
て
容
易
に
紛
失
し
、
又
は
き
損
し
な
い
よ
う
な
方
法
で
添
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。

一

当
該
特
定
保
守
製
品
の
清
掃
そ
の
他
日
常
的
に
行
う
べ
き
保
守
の
内
容
及
び
そ
の
方
法

二

当
該
特
定
保
守
製
品
の
使
用
条
件
又
は
使
用
頻
度
に
係
る
実
際
の
数
値
が
算
定
の
根
拠
と
な
っ
た
数
値
よ
り
も
高
い
場
合
、
当
該
特
定
保
守

製
品
が
目
的
外
の
用
途
で
使
用
さ
れ
た
場
合
、
標
準
的
な
使
用
環
境
と
異
な
る
環
境
で
使
用
さ
れ
た
場
合
そ
の
他
経
年
劣
化
を
特
に
進
め
る
事

情
が
存
す
る
場
合
は
、
設
計
標
準
使
用
期
間
よ
り
も
早
期
に
当
該
特
定
保
守
製
品
に
つ
き
安
全
上
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
多
い
旨

（
特
定
保
守
製
品
に
添
付
す
る
所
有
者
票
）

第
八
条

法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
所
有
者
票
は
、
そ
の
用
紙
の
色
が
当
該
特
定
保
守
製
品
の
包
装
又
は
当
該
所
有
者
票
以
外
の
添

付
書
類
の
色
と
比
較
し
て
鮮
明
で
あ
る
こ
と
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
包
装
（
包
装
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
の
本
体
）

に
添
付
す
る
こ
と
そ
の
他
の
所
有
者
票
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
判
別
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
二
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

三

特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
名
を
記
載
す
る
た
め
の
欄

（
引
渡
時
の
説
明
に
関
す
る
事
項
等
）

第
九
条

法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
者
と
す
る
。

一

当
該
特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
に
対
し
て
当
該
特
定
保
守
製
品
又
は
当
該
特
定
保
守
製
品
の
付
属
す
る
建
物
を
賃
貸
す
る
こ
と
を
約
し
て

こ
れ
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

二

特
定
保
守
製
品
に
つ
き
十
分
な
知
識
を
有
し
て
お
り
、
特
定
保
守
製
品
の
保
守
を
的
確
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
当
該
特
定
保
守
製

品
の
管
理
（
当
該
特
定
保
守
製
品
の
付
属
す
る
建
物
の
居
住
部
分
の
管
理
を
含
む
。
）
を
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
、
当
該
特
定
保
守
製
品
又
は

当
該
特
定
保
守
製
品
の
付
属
す
る
建
物
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

三

売
買
そ
の
他
の
取
引
に
先
立
っ
て
当
該
特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
に
当
該
特
定
保
守
製
品
を
廃
棄
す
る
旨
を
申
し
出
て
、
当
該
特
定
保
守

製
品
の
付
属
す
る
建
物
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

四

建
物
に
特
定
保
守
製
品
を
付
属
さ
せ
、
当
該
建
物
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
目
的
で
特
定
保
守
製
品
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
建
物

を
一
定
期
間
保
有
し
、
又
は
管
理
し
た
後
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
得
す
る
場
合
を
除
く
。
）

五

特
定
保
守
製
品
の
付
属
す
る
建
物
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
目
的
で
特
定
保
守
製
品
の
付
属
す
る
建
物
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
建

物
を
一
定
期
間
保
有
し
、
又
は
管
理
し
た
後
に
再
度
譲
渡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
得
す
る
場
合
を
除
く
。
）



２

法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。

一

特
定
保
守
製
品
の
所
有
者
は
、
法
律
上
特
定
保
守
製
品
に
表
示
さ
れ
た
点
検
期
間
内
に
当
該
特
定
保
守
製
品
の
点
検
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
旨

二

特
定
保
守
製
品
の
所
有
者
は
、
法
律
上
そ
の
変
更
が
あ
る
場
合
を
含
め
所
有
者
情
報
を
特
定
製
造
事
業
者
等
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
旨

三

特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
は
、
取
得
者
か
ら
所
有
者
情
報
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
所
有
者
情
報
を
速
や
か
に
特
定
製
造
事
業

者
等
に
提
供
す
る
旨

第
四
章

点
検
通
知
及
び
点
検
の
実
施

（
点
検
通
知
）

第
十
条

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
点
検
期
間
の
開
始
前
の
六
月
間
と
す
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。

一

点
検
通
知
事
項
の
通
知
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
基
づ
く
通
知
で
あ
る
旨

二

当
該
特
定
保
守
製
品
の
点
検
を
求
め
る
場
合
の
連
絡
先

三

当
該
特
定
保
守
製
品
の
点
検
の
料
金
の
内
訳
と
金
額
の
目
安

四

特
定
保
守
製
品
の
所
有
者
は
、
法
律
上
特
定
保
守
製
品
に
表
示
さ
れ
た
点
検
期
間
内
に
当
該
特
定
保
守
製
品
の
点
検
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
旨

３

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法
は
、
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と

を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ

、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
目
的
外
利
用
の
例
外
）

第
十
一
条

法
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
正
当
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
第
五
十
七
号
）
第
十
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合

二

合
併
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
伴
っ
て
所
有
者
情
報
を
取
り
扱
う
場
合

（
点
検
の
実
施
）

第
十
二
条

法
第
三
十
二
条
の
十
五
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
特
定
製
造
事
業
者
等
が
点
検
通
知
事
項
の
通
知
を
発
し
た
時
か
ら

点
検
期
間
の
始
期
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
十
五
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
二
の
特
定
保
守
製
品
の
型
式
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
点
検
基
準
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
五
章

点
検
そ
の
他
の
保
守
の
体
制
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項



第
十
三
条

法
第
三
十
二
条
の
十
八
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

点
検
を
行
う
事
業
所
の
配
置

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
行
う
事
業
所
の
配
置
に
当
た
っ
て
は
、
地
理
的
条
件
、
交
通
事
情
、
そ
の

製
造
又
は
輸
入
に
係
る
特
定
保
守
製
品
の
販
売
状
況
そ
の
他
の
条
件
を
勘
案
し
て
、
点
検
の
能
率
的
な
実
施
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
正
に
配
置

す
る
も
の
と
し
、
各
事
業
所
に
お
い
て
点
検
を
行
う
技
術
者
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

点
検
の
料
金
の
設
定

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
能
率
的
に
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
適
正
な
原
価
を
著
し
く
上
回
ら
な
い
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
技
術
料
そ
の
他
の
合
理
的
根
拠
に
基
づ
き
発
生
す
る
費
用
の
合
計
を
点
検
の
料
金
と
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

点
検
の
料
金
の
公
表

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
の
料
金
の
設
定
の
基
準
を
、
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の

他
の
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
で
公
表
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

点
検
の
料
金
の
告
知

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
点
検
に
先
立
っ
て
、
点
検
の
料
金
の
内
訳
及
び
目
安
を

伝
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五

点
検
に
必
要
な
手
引
の
作
成

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
に
必
要
な
手
引
を
別
表
第
二
の
点
検
基
準
（
以
下
単
に
「
点
検
基
準
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
き
作
成
す
る
も
の
と
し
、
当
該
手
引
が
対
象
と
す
る
特
定
保
守
製
品
に
つ
い
て
、
点
検
を
行
う
技
術
者
が
点
検
基
準
に
従
っ
た

点
検
を
行
い
、
及
び
点
検
基
準
へ
の
適
合
性
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

六

点
検
に
必
要
な
手
引
の
管
理

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
前
号
の
点
検
に
必
要
な
手
引
を
、
点
検
を
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
委
託
先
事
業

者
及
び
第
三
者
機
関
に
対
し
て
送
付
し
、
及
び
そ
の
保
管
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

整
備
に
要
す
る
部
品
の
保
有

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
の
結
果
必
要
と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
特
定
保
守
製
品
の
整
備
に
要
す
る
部
品

に
つ
い
て
は
、
点
検
の
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
整
備
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
自
ら
が
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
た
特
定
保
守
製
品
の
販
売
状
況
を
勘

案
し
て
そ
の
保
有
期
間
を
定
め
、
こ
れ
を
保
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

八

部
品
の
保
有
状
況
に
関
す
る
情
報
提
供

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
点
検
の
結
果
必
要
と
な
る
と
見
込
ま

れ
る
特
定
保
守
製
品
の
整
備
に
要
す
る
部
品
の
保
有
状
況
を
確
認
し
、
点
検
に
先
立
っ
て
、
そ
の
結
果
を
伝
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

九

点
検
期
間
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
特
定
保
守
製
品
の
う
ち
、
点
検
期

間
に
あ
る
も
の
の
型
番
号
等
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
で
提
供
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十

技
術
的
講
習
の
実
施

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
行
う
技
術
者
に
対
し
て
点
検
に
必
要
な
技
術
的
講
習
を
定
期
的
に
行
う
も
の
と
し

、
点
検
を
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
委
託
先
事
業
者
に
対
す
る
点
検
に
必
要
な
講
習
の
実
施
そ
の
他
の
点
検
に
係
る
技
術
水
準
を
確
保
す

る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
一

点
検
の
結
果
の
記
録

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
点
検
の
結
果
を
記
録
し
、
及
び
そ
の
記
録
を
三

年
間
を
目
安
と
し
て
一
定
期
間
保
管
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
二

点
検
の
結
果
の
伝
達

特
定
製
造
事
業
者
等
は
、
点
検
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
点
検
を
求
め
た
者
に
対
し
て
、
点
検
の
結
果
を

適
切
な
方
法
で
伝
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



（
特
定
保
守
製
品
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
十
三
条
第
五
号
の
規
定
は
、
特
定
保
守
製
品
で
あ
っ
て
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
へ
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
「
点
検
基
準
に
基
づ
き
作
成
」
を
「
点
検
基
準
に
準
じ
て
作
成
」
と
、
「
点
検
基
準
に
従
っ
た
点
検
」
を
「
点
検
基
準
に
準
じ
た
点
検
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
十
三
条
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
は
、
特
定
保
守
製
品
で
あ
っ
て
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
十
三
条
第
九
号
の
規
定
は
、
特
定
保
守
製
品
で
あ
っ
て
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
「
点
検
期
間
に
あ
る
も
の
」
を
「
点
検
期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



様式第 1（第 3条第 1項 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名

住所

消費生活用製品安全法第 32 条の 2 第 1 項の規定により、次のとおり届け出ま

す。

1 事業開始の年月日

2 製造（輸入）する特定保守製品の区分

3 当該特定保守製品の型式の区分

4 当 該 特 定 保 守 製 品 を 製 造 す る 工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 及 び 所 在 地 （ 輸 入 の 事 業

を 行 う 者 に あ っ て は 、 当 該 特 定 保守 製 品 の 製 造 事 業 者 の氏 名又 は 名 称 及 び 住

所）

（備考）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。



様式第 2（第 3条第 2項 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業承継届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名

住所

消費生活用製品安全法（以下「法」という。）第 32 条の 2 第 2 項において準

用する法第 7 条第 2 項の規定により、次のとおり届け出ます。

承継の原因

氏 名 又 は 名称 及 び法 人 にあ

ってはその代表者の氏名

住 所

製 造 （ 輸 入） 事 業届 出 の年

月日

被 承 継 者 に 製 造 （ 輸 入） す る特 定 保守

関する事項 製品の区分

当 該 特 定 保守 製 品の 型 式の

区分

当 該 特 定 保守 製 品を 製 造す

る 工 場 又 は事 業 場の 名 称及

び 所 在 地 （輸 入 の事 業 を行

う 者 に あ って は 、当 該 特定

保 守 製 品 の製 造 事業 者 の氏

名又は名称及び住所）

（備考）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。



様式第 3（第 3条第 3項 第 1号 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業譲渡譲受証明書

年 月 日

殿

譲り渡した者 氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名 印

住所

譲り受けた者 氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名 印

住所

次のとおり特定保守製品の製造（輸入）事業者の事業の全部の譲渡譲受があっ

たことを証明します。

1 譲り渡した者の製造（輸入）事業届出の年月日

2 製造（輸入）する特定保守製品の区分

3 当該特定保守製品の型式の区分

4 当 該 特 定 保 守 製 品 を 製 造 す る 工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 及 び 所 在 地 （ 輸 入 の 事 業

を 行 う 者 に あ っ て は 、 当 該 特 定 保守 製 品 の 製 造 事 業 者 の氏 名又 は 名 称 及 び 住

所）

5 譲渡譲受の年月日

（備考） 1 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。

2 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。



様式第 4（第 3条第 3項 第 2号 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業者相続同意証明書

年 月 日

殿

証明者 氏名 印

住所

次のとおり特定保守製品製造（輸入）事業者について相続があったことを証明

します。

1 被相続人の氏名及び住所

2 被相続人の製造（輸入）事業届出の年月日

3 製造（輸入）する特定保守製品の区分

4 当該特定保守製品の型式の区分

5 当 該 特 定 保 守 製 品 を 製 造 す る 工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 及 び 所 在 地 （ 輸 入 の 事 業

を 行 う 者 に あ っ て は 、 当 該 特 定 保守 製 品 の 製 造 事 業 者 の氏 名又 は 名 称 及 び 住

所）

6 特 定 保 守 製 品 製 造 （ 輸 入 ） 事 業 者 の 地 位 を 承 継 す る 者 と し て 選 定 さ れ た 者 の

氏名及び住所

7 相続開始の年月日

（備考） 1 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。

2 証 明 書 は 、 特 定 保 守 製 品 製 造 （ 輸 入 ） 事 業 者 の 地 位 を 承 継 す る 者 と

し て 選 定 さ れ た 者 以 外 の 相 続 人 全 員 が 氏 名 を 記 載 し 、 押 印 す る こ と

。 た だ し 、 氏 名 を 記 載 し 、 押 印 す る こ と に 代 え て 、 署 名 す る こ と が

できる。



様式第 5（第 3条第 3項 第 3号 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業者相続証明書

年 月 日

殿

証明者 氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名 印

証明者 氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名 印

住所

次のとおり特定保守製品製造（輸入）事業者について相続があったことを証明

します。

1 被相続人の氏名及び住所

2 被相続人の製造（輸入）事業届出の年月日

3 製造（輸入）する特定保守製品の区分

4 当該特定保守製品の型式の区分

5 当 該 特 定 保 守 製 品 を 製 造 す る 工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 及 び 所 在 地 （ 輸 入 の 事 業

を 行 う 者 に あ っ て は 、 当 該 特 定 保守 製 品 の 製 造 事 業 者 の氏 名又 は 名 称 及 び 住

所）

6 特定保守製品製造（輸入）事業者の地位を承継した者の氏名及び住所

7 相続開始の年月日

（備考） 1 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。

2 証明者は、 2 人以上とすること。

3 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。



様式第 6（第 3条第 3項 第 5号 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業承継証明書

年 月 日

殿

被承継者 名称及び代表者の氏名 印

住所

承継者 名称及び代表者の氏名 印

住所

次のとおり分割によって特定保守製品の製造（輸入）事業者の事業の全部の承

継があったことを証明します。

1 被承継者の製造（輸入）事業届出の年月日

2 製造（輸入）する特定保守製品の区分

3 当該特定保守製品の型式の区分

4 当 該 特 定 保 守 製 品 を 製 造 す る 工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 及 び 所 在 地 （ 輸 入 の 事 業

を 行 う 者 に あ っ て は 、 当 該 特 定 保守 製 品 の 製 造 事 業 者 の氏 名又 は 名 称 及 び 住

所）

5 承継の年月日

（備考） 1 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。

2 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。



様式第 7（第 3条第 4項 関係）

事業届出事項変更届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名

住所

消費生活用製品安全法（以下「法」という。）第 32 条の 2 第 2 項において準

用する法第 8 条の規定により、次のとおり届け出ます。

1 変更の内容

2 変更の年月日

3 変更の理由

（備考）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。



様式第 8（第 3条第 6項 関係）

特定保守製品製造（輸入）事業廃止届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び法人にあ

ってはその代表者の氏名

住所

消費生活用製品安全法（以下「法」という。）第 32 条の 2 第 2 項において準

用する法第 9 条の規定により、次のとおり届け出ます。

1 製造（輸入）事業届出の年月日

2 製造（輸入）する特定保守製品の区分

3 廃止の年月日

（備考）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とすること。



別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

一

半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

二

開
放
燃
焼
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

三

密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

四

石
油
給
湯
機

五

半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま

六

密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま

七

石
油
ふ
ろ
が
ま

八

ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

九

密
閉
燃
焼
式
石
油
温
風
暖
房
機

十

浴
室
用
電
気
乾
燥
機



別
表
第
二

（第
四
条
第
十
二
条
第
十
三
条
関
係

）

、
、

特
定
保

型
式
の
区
分

点
検
基
準

守
製
品

の
区
分

要
素

区
分

点
検
項
目

点
検
内
容

半
密
閉
燃
焼
共
通
の
事
項

－
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
造
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

式
ガ
ス
瞬
間

上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置
さ

湯
沸
器

れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

機
器
及
び
排
気
筒
先
端
周
辺
の
可
機
器
又
は
排
気
筒
先
端
の
周
辺
に
可
燃
物

（

燃
物
の
有
無

建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
除
く

）が
な
い

。

こ
と
。

機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
態
(1
)
機
器
と
排
気
筒
が
確
実
に
接
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(2
)
機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ
き

そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ
と

。

機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
か
ら
ガ
ス
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
ガ
ス
通
路
部

機
器
の
ガ
ス
接
続
口
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁

ま
で
の
ガ
ス
通
路
部
の
う
ち
弁
の
出
口
以

、

外
の
部
分
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

給
湯
量
を
最
大
に
し
て
及
び
出
湯
温
度
を

、

最
高
に
し
て
給
湯
し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の

、



一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ー

ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

不
正
改
造
防
止

安
全
装
置
が
不
正
改
造
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

。

給
排
気
の
方
法
(1
)
自
然
排
気
式
－

－
の
も
の

(2
)
強
制
排
気
式
機
器
の
外
観

(1
)
給
気
用
フ
ィ
ル
タ
が
ほ
こ
り
油

ー
、

の
も
の

に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な
い
こ
と
。

(2
)
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積

し
て
い
な
い
こ
と
。

出
湯
温
度

（出
湯
温
度
を
設
定
で
設
定
し
た
出
湯
温
度
と
著
し
く
異
な
る
水
温

き
る
も
の
に
限
る

）

で
給
湯
し
な
い
こ
と

。
。

不
完
全
燃
焼
を
防
(1
)
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
状
態

（

(1
)
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
機
器
に
確

止
す
る
機
能
に
係

式
の
も
の

構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設

実
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

ー
。

る
検
知
部
の
機
構

置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

(2
)
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
が
使
用
限
度
を
超
え

。
ー

て
い
な
い
こ
と
。

(2
)
そ
の
他
の
も
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
状
態

（

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
機
器
に
確
実
に
固

の
構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

開
放
燃
焼
式
共
通
の
事
項

－
設
置
位
置

機
器
の
設
置
位
置
が
こ
ん
ろ
の
直
上
か
ら
外

ガ
ス
瞬
間
湯

れ
て
い
る
こ
と
。

沸
器

機
器
周
辺
の
可
燃
物
の
有
無

機
器
周
辺
に
可
燃
物

（建
物
そ
の
他
の
構
造

物
は
除
く

）が
な
い
こ
と

。
。

機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
か
ら
ガ
ス
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
ガ
ス
通
路
部

機
器
の
ガ
ス
接
続
口
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁



ま
で
の
ガ
ス
通
路
部
の
う
ち
弁
の
出
口
以

、

外
の
部
分
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

給
湯
量
を
最
大
に
し
て
及
び
出
湯
温
度
を

、

最
高
に
し
て
給
湯
し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の

、

一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
値
が

0.03
パ
セ
ー

ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
状
態

（

(1
)
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
機
器
に
確

構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設

実
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

(2
)
不
完
全
燃
焼
検
知
窓
が
正
常
で
あ
る

。

こ
と
。

不
正
改
造
防
止

安
全
装
置
が
不
正
改
造
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

。

密
閉
燃
焼
式
共
通
の
事
項

－
給
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
給
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

ガ
ス
瞬
間
湯

造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置

沸
器

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

機
器
及
び
給
排
気
筒
先
端
周
辺
の
機
器
周
辺
又
は
給
排
気
筒
先
端
の
周
辺
に
可

可
燃
物
の
有
無

燃
物

（建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
除
く

）

。

が
な
い
こ
と
。

機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
(1
)
機
器
と
給
排
気
筒
が
外
れ
て
い
な
い

態

（構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所

こ
と
。

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
(2
)
機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ

）

き
そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ

。

と
。



機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
か
ら
ガ
ス
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
ガ
ス
通
路
部

機
器
の
ガ
ス
接
続
口
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁

ま
で
の
ガ
ス
通
路
部
の
う
ち
弁
の
出
口
以

、

外
の
部
分
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

給
湯
量
を
最
大
に
し
て
及
び
出
湯
温
度
を

、

最
高
に
し
て
給
湯
し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の

、

一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ー

ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

不
正
改
造
防
止

安
全
装
置
が
不
正
改
造
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

。

給
排
気
の
方
法
(1
)
自
然
排
気
式
－

－
の
も
の

(2
)
強
制
排
気
式
機
器
の
外
観

差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積
し
て
い

の
も
の

な
い
こ
と
。

出
湯
温
度

（出
湯
温
度
を
設
定
で
設
定
し
た
出
湯
温
度
と
著
し
く
異
な
る
水
温

き
る
も
の
に
限
る

）

で
給
湯
し
な
い
こ
と

。
。

石
油
給
湯
機
共
通
の
事
項

－
燃
焼
制
御
装
置
の
状
態

機
器
へ
の
燃
料
供
給
を
停
止
し
て
断
火
さ
せ

た
場
合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
の
先
端
の
排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
の
先
端
が
屋
外
に
出



設
置
状
態

て
い
る
こ
と
。

機
器
及
び
排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
機
器
周
辺
又
は
排
気
筒
若
し
く
は
給
排
気
筒

先
端
周
辺
の
可
燃
物
の
有
無

の
先
端
の
周
辺
に
可
燃
物

（建
物
そ
の
他
の

構
造
物
は
除
く

）が
な
い
こ
と

。
。

機
器
と
排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
の
(1
)
機
器
と
排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
が
確

接
続
部
の
状
態

実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(2
)
機
器
と
排
気
筒
又
は
給
排
気
筒
の
接

続
部
に
孔
あ
き
そ
の
他
の
接
続
の
不
具

合
が
な
い
こ
と
。

対
震
自
動
消
火
装
置
の
状
態

対
震
自
動
消
火
装
置
の
回
路
を
遮
断
し
た
場

合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

機
器
と
燃
料
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
燃
料
配
管
の
接
続
部
か
ら
燃
料
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
燃
料
通
路
部

機
器
の
燃
料
配
管
か
ら
燃
焼
部
ま
で
の
燃
料

通
路
部
の
う
ち
燃
料
の
出
口
以
外
の
部
分

、

か
ら
燃
料
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

燃
焼
中
に
火
炎
の
拡
大
逆
火
目
に
見
え

、
、

る
煙
の
発
生
そ
の
他
の
燃
焼
に
関
す
る
異
常

が
な
い
こ
と
。

機
器
の
外
観

(1
)
機
器
本
体
に
損
傷
が
な
い
こ
と
。

(2
)
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積

し
て
い
な
い
こ
と
。

給
湯
の
方
式

(1
)
二
缶
二
水
路
空
だ
き
防
止
装
置
の
状
態

浴
槽
に
水
を
入
れ
な
い
で
運
転
し
た
場
合
、

式
の
も
の

燃
焼
し
な
い
こ
と
。



(2
)
そ
の
他
の
も
－

－
の

加
熱
形
態
に
よ
る
(1
)
瞬
間
形
の
も
点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

種
類

の
(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

(2
)
そ
の
他
の
も
－

－
の

過
熱
防
止
装
置
(1
)
サ
ミ
ス
タ
過
熱
防
止
装
置
の
状
態

サ

ーミ
ス
タ

ーの
抵
抗
値
が
温
度
に
応
じ
て

ー

式
の
も
の

適
切
に
変
動
す
る
こ
と

ー
。

(2
)
バ
イ
メ
タ
ル
過
熱
防
止
装
置
の
状
態

バ
イ
メ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
の
回
路
を
遮
断
し
た

式
の
も
の

場
合
燃
焼
が
停
止
す
る
こ
と

、
。

給
排
気
の
方
法
(1
)
強
制
給
排
気
給
排
気
筒
の
状
態

(1
)
給
排
気
筒
が
外
れ
て
い
な
い
こ
と
。

式
の
も
の

(2
)
給
排
気
筒
の
接
続
部
の
ロ
ッ
ク
が
外

れ
て
い
な
い
こ
と
。

(3
)
給
排
気
筒
に
変
形
又
は
損
傷
が
な
い

こ
と
。

(4
)
給
排
気
筒
の
先
端
が
ほ
こ
り
板
そ

、

の
他
の
異
物
に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な
い

こ
と
。

(2
)
屋
外
用
開
放
排
気
口
の
状
態

排
気
口
が
ほ
こ
り
板
そ
の
他
の
異
物
に
よ

、

式
の
も
の

り
閉
塞
し
て
い
な
い
こ
と
。

(3
)
そ
の
他
の
も
排
気
筒
の
状
態

(1
)
排
気
筒
が
外
れ
て
い
な
い
こ
と
。

の
(2
)
排
気
筒
に
変
形
や
損
傷
が
な
い
こ
と

。
(3
)
排
気
筒
の
先
端
が
ほ
こ
り
そ
の
他
の

異
物
に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な
い
こ
と
。

半
密
閉
燃
焼
共
通
の
事
項

－
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
造
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。



式
ガ
ス
バ

上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置
さ

ー

ナ
付
ふ
ろ

れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

ー
。

が
ま

機
器
及
び
排
気
筒
先
端
周
辺
の
可
機
器
周
辺
又
は
排
気
筒
先
端
の
周
辺
に
可
燃

燃
物
の
有
無

物

（建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
除
く

）が
。

な
い
こ
と
。

機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
態
(1
)
機
器
と
排
気
筒
が
確
実
に
接
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(2
)
機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ
き

そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ
と

。

機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
か
ら
ガ
ス
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
ガ
ス
通
路
部

機
器
の
ガ
ス
接
続
口
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁

ま
で
の
ガ
ス
通
路
部
の
う
ち
弁
の
出
口
以

、

外
の
部
分
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

不
正
改
造
防
止

安
全
装
置
が
不
正
改
造
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

。

給
排
気
の
方
法
(1
)
自
然
排
気
式
－

－
の
も
の

(2
)
強
制
排
気
式
機
器
の
外
観

(1
)
給
気
用
フ
ィ
ル
タ
が
ほ
こ
り
油

ー
、

の
も
の

そ
の
他
の
異
物
に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な

い
こ
と
。

(2
)
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積

し
て
い
な
い
こ
と
。



出
湯
温
度

（出
湯
温
度
を
設
定
で
設
定
し
た
出
湯
温
度
と
著
し
く
異
な
る
水
温

き
る
も
の
に
限
る

）

で
給
湯
し
な
い
こ
と

。
。

給
湯
部
の
有
無
(1
)
あ
る
も
の

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

(1
)
ガ
ス
バ
ナ
の
火
力
を
最
大
に
し

ー
ー

て
燃
焼
し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の
一
酸

、

化
炭
素
濃
度
の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ン

ー

ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(2
)
給
湯
量
を
最
大
に
し
て
及
び
出
湯

、

温
度
を
最
高
に
し
て
給
湯
し
た
場
合
、

排
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定

値
が

0.1
パ
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と

ー
。

(2
)
な
い
も
の

燃
焼
状
態

ガ
ス
バ
ナ
の
火
力
を
最
大
に
し
て
燃
焼

ー
ー

し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度

、

の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る

ー

こ
と
。

不
完
全
燃
焼
を
防
(1
)
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
状
態

（

(1
)
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
機
器
に
確

止
す
る
機
能
に
係

式
の
も
の

構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設

実
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

ー
。

る
検
知
部
の
機
構

置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

(2
)
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
が
使
用
限
度
を
超
え

。
ー

て
い
な
い
こ
と
。

(2
)
そ
の
他
の
も
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
状
態

（

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
機
器
に
確
実
に
固

の
構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

密
閉
燃
焼
式
共
通
の
事
項

－
給
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
給
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

ガ
ス
バ
ナ

造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置

ー

付
ふ
ろ
が

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

ー
。

ま
機
器
及
び
給
排
気
筒
先
端
周
辺
の
機
器
周
辺
又
は
給
排
気
筒
先
端
の
周
辺
に
可

可
燃
物
の
有
無

燃
物

（建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
除
く

）

。



が
な
い
こ
と
。

機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
(1
)
給
排
気
筒
が
機
器
か
ら
外
れ
て
い
な

態

（構
造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所

い
こ
と
。

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
(2
)
機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ

）

き
そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ

。

と
。

機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
ガ
ス
配
管
の
接
続
部
か
ら
ガ
ス
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
ガ
ス
通
路
部

機
器
の
ガ
ス
接
続
口
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁

ま
で
の
ガ
ス
通
路
部
の
う
ち
弁
の
出
口
以

、

外
の
部
分
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
。

点
火
装
置
及
び
消
火
装
置
の
状
態
(1
)
点
火
時
に
異
常
が
な
い
こ
と
。

(2
)
給
湯
の
停
止
時
に
速
や
か
に
消
火
さ

れ
る
こ
と
又
は
残
火
が
な
い
こ
と
。

不
正
改
造
防
止

安
全
装
置
が
不
正
改
造
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

。

給
排
気
の
方
法
(1
)
自
然
給
排
気
－

－
式
の
も
の

(2
)
強
制
給
排
気
機
器
の
外
観

差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積
し
て
い

式
の
も
の

な
い
こ
と
。

出
湯
温
度

（出
湯
温
度
を
設
定
で
設
定
し
た
出
湯
温
度
と
著
し
く
異
な
る
水
温

き
る
も
の
に
限
る

）

で
給
湯
し
な
い
こ
と

。
。

給
湯
部
の
有
無
(1
)
あ
る
も
の

水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

(1
)
ガ
ス
バ
ナ
の
火
力
を
最
大
に
し

ー
ー

て
燃
焼
し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の
一
酸

、



化
炭
素
濃
度
の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ン

ー

ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(2
)
給
湯
量
を
最
大
に
し
て
及
び
出
湯

、

温
度
を
最
高
に
し
て
給
湯
し
た
場
合
、

排
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定

値
が

0.1
パ
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と

ー
。

(2
)
な
い
も
の

燃
焼
状
態

ガ
ス
バ
ナ
の
火
力
を
最
大
に
し
て
燃
焼

ー
ー

し
た
場
合
排
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度

、

の
測
定
値
が

0.1
パ
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る

ー

こ
と
。

石
油
ふ
ろ
が
共
通
の
事
項

－
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
造
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

ま
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

機
器
及
び
排
気
筒
先
端
周
辺
の
可
機
器
周
辺
又
は
排
気
筒
先
端
の
周
辺
に
可
燃

燃
物
の
有
無

物

（建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
除
く

）が
。

な
い
こ
と
。

機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
態
(1
)
機
器
と
排
気
筒
が
確
実
に
接
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(2
)
機
器
と
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ
き

そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ
と

。

対
震
自
動
消
火
装
置
の
状
態

対
震
自
動
消
火
装
置
の
回
路
を
遮
断
し
た
場

合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

機
器
と
燃
料
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
燃
料
配
管
の
接
続
部
か
ら
燃
料
漏
れ

態
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
燃
料
通
路
部

機
器
の
燃
料
配
管
か
ら
燃
焼
部
ま
で
の
燃
料

通
路
部
の
う
ち
燃
料
の
出
口
以
外
の
部
分

、

か
ら
燃
料
漏
れ
が
な
い
こ
と
。



水
通
路
部
の
状
態

水
通
路
部
又
は
そ
の
接
続
口
か
ら
水
漏
れ
が

な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

燃
焼
中
に
火
炎
の
拡
大
逆
火
目
に
見
え

、
、

る
煙
の
発
生
そ
の
他
の
異
常
が
な
い
こ
と
。

空
だ
き
防
止
装
置
の
状
態

浴
槽
に
水
を
入
れ
な
い
で
運
転
し
た
場
合
、

燃
焼
し
な
い
こ
と
。

機
器
の
外
観

(1
)
機
器
本
体
に
損
傷
が
な
い
こ
と
。

(2
)
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積

し
て
い
な
い
こ
と
。

燃
焼
方
式

(1
)
圧
力
噴
霧
式
燃
焼
制
御
装
置
の
状
態

機
器
へ
の
燃
料
供
給
を
停
止
し
て
断
火
さ
せ

の
も
の

た
場
合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

(2
)
そ
の
他
の
も
－

－
の

給
排
気
の
方
法
(1
)
屋
外
開
放
式
排
気
口
の
状
態

排
気
口
が
板
ほ
こ
り
そ
の
他
の
異
物
に
よ

、

の
も
の

り
閉
塞
し
て
い
な
い
こ
と
。

(2
)
そ
の
他
の
も
排
気
筒
の
状
態

(1
)
排
気
筒
が
機
器
か
ら
外
れ
て
い
な
い

の
こ
と
。

(2
)
排
気
筒
に
変
形
又
は
損
傷
が
な
い
こ

と
。

(3
)
排
気
筒
の
先
端
が
板
ほ
こ
り
そ
の

、

他
の
異
物
に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な
い
こ

と
。

ビ
ル
ト
イ
ン
共
通
の
事
項

－
設
置
状
態

(1
)
機
器
固
定
用
金
具
を
有
す
る
も
の
に

式
電
気
食
器

あ
っ
て
は
機
器
固
定
用
金
具
の
変
形

、

洗
機

が
な
い
こ
と
。

(2
)
固
定
ね
じ
の
緩
み
が
な
い
こ
と
。



本
体
外
装

熱
に
よ
る
著
し
い
変
形
変
色
又
は
損
傷
が

、

な
い
こ
と
。

本
体
内
部

（水
槽

）

熱
に
よ
る
著
し
い
変
形
変
色
又
は
損
傷
が

、

な
い
こ
と
。

電
源
接
続
部
及
び
接
地

(1
)
電
源
接
続
部
に
変
形
変
色
損
傷

、
、

腐
食
又
は
ほ
こ
り
の
堆
積
が
な
い
こ

、と
。

(2
)
電
源
電
線
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
電
源
電
線
の
被
覆
に
損
傷
が
な
い

、

こ
と
。

(3
)
電
源
電
線
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆

、

積
し
て
い
な
い
こ
と
。

(4
)
ア
ス
線
が
ア
ス
端
子
に
確
実
に

ー
ー

接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

機
械
室

(1
)
機
械
室
に
著
し
い
ほ
こ
り
そ
の
他
の

異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
。

(2
)
電
気
部
品
回
路
基
板
内
部
配
線

、
、

又
は
充
電
部
に
水
漏
れ
跡
が
な
い
こ
と

。

電
源
ス
イ
ッ
チ
部

電
源
ス
イ
ッ
チ
の
接
続
部
に
変
形
又
は
変
色

が
な
い
こ
と
。

ヒ
タ
部

（構
造
上
確
認
で
き
ヒ
タ
接
続
部
に
変
形
又
は
変
色
が
な
い

ー
ー

ー
ー

な
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
こ
と
。

の
を
除
く

）
。

モ
タ
部

（構
造
上
確
認
で
き
(1
)
モ
タ
接
続
部
に
変
形
又
は
変
色

ー
ー

ー
ー

な
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

が
な
い
こ
と
。

の
を
除
く

）

(2
)
モ
タ
の
回
転
に
異
常
が
な
い
こ

。
ー
ー

と
。



回
路
基
板

（構
造
上
確
認
で
き
な
回
路
基
板
に
著
し
い
変
色
が
な
い
こ
と
。

い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く

）

。

内
部
配
線

(1
)
配
線
の
結
束
部
の
外
れ
が
な
い
こ
と

。
(2
)
配
線
の
被
覆
に
損
傷
が
な
い
こ
と
。

(3
)
配
線
の
屈
曲
部
に
変
色
又
は
損
傷
が

な
い
こ
と
。

(4
)
接
続
コ
ネ
ク
タ
に
変
形
又
は
変
色

ー

が
な
い
こ
と
。

絶
縁
抵
抗
試
験

絶
縁
抵
抗
値
が

1
メ
ガ
オ
ム

（二
重
絶
縁

ー

構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は

3
メ
ガ
オ
ム

）

ー

以
上
で
あ
る
こ
と
。

密
閉
燃
焼
式
共
通
の
事
項

－
排
気
筒
外
れ
検
知
装
置
の
状
態
排
気
筒
外
れ
検
知
装
置
を
作
動
さ
せ
た
場
合

石
油
温
風
暖

燃
焼
が
継
続
し
な
い
こ
と

、
。

房
機

燃
焼
制
御
装
置
の
状
態

機
器
へ
の
燃
料
供
給
を
停
止
し
て
断
火
さ
せ

た
場
合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

給
排
気
筒
先
端
の
設
置
状
態

（構
給
排
気
筒
先
端
が
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

造
上
確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

）

。

機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
の
状
(1
)
機
器
と
給
排
気
筒
が
確
実
に
接
続
さ

態
れ
て
い
る
こ
と
。

(2
)
機
器
と
給
排
気
筒
の
接
続
部
に
孔
あ

き
そ
の
他
の
接
続
の
不
具
合
が
な
い
こ

と
。

吸
込
口
と
吹
出
口
の
一
酸
化
炭
素
機
器
の
温
風
吸
込
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
ガ

濃
度
差
の
確
認

ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
と
吹
出
口
か
ら
排

出
さ
れ
る
排
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
に

差
が
な
い
こ
と
。



対
震
自
動
消
火
装
置
の
状
態

対
震
自
動
消
火
装
置
の
回
路
を
遮
断
し
た
場

合
燃
焼
を
停
止
す
る
こ
と

、
。

機
器
と
燃
料
配
管
の
接
続
部
の
状
機
器
と
燃
料
配
管
と
の
接
続
部
か
ら
燃
料
漏

態
れ
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
燃
料
通
路
部

(1
)
機
器
の
燃
料
配
管
か
ら
燃
焼
部
ま
で

の
燃
料
通
路
部
の
う
ち
燃
料
の
出
口

、

以
外
の
部
分
か
ら
燃
料
漏
れ
が
な
い
こ

と
。

(2
)
置
台
に
油
の
に
じ
み
が
な
い
こ
と
。

燃
焼
状
態

燃
焼
中
に
火
炎
の
拡
大
逆
火
目
に
見
え

、
、

る
煙
の
発
生
そ
の
他
の
異
常
が
な
い
こ
と
。

機
器
の
外
観

(1
)
機
器
本
体
に
損
傷
が
な
い
こ
と
。

(2
)
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
堆
積

し
て
い
な
い
こ
と
。

給
排
気
筒
の
状
態

(1
)
給
排
気
筒
が
外
れ
て
い
な
い
こ
と
。

(2
)
給
排
気
筒
の
接
続
部
の
ロ
ッ
ク
が
外

れ
て
い
な
い
こ
と
。

(3
)
給
排
気
筒
に
変
形
又
は
損
傷
が
な
い

こ
と
。

(4
)
給
排
気
筒
の
先
端
が
板
ほ
こ
り
そ

、

の
他
の
異
物
に
よ
り
閉
塞
し
て
い
な
い

こ
と
。

(5
)
排
気
口
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
も
の
に
あ

っ
て
は
外
れ
て
い
な
い
こ
と

、
。

燃
焼
用
二
次
空
気
(1
)
あ
る
も
の

燃
焼
用
二
次
空
気
管
の
状
態

(1
)
脱
落
し
て
い
な
い
こ
と
。

管
の
有
無

(2
)
亀
裂
又
は
孔
あ
き
が
生
じ
て
い
な
い

こ
と
。

(2
)
な
い
も
の

－
－



過
熱
防
止
装
置
(1
)
サ
ミ
ス
タ
過
熱
防
止
装
置
の
状
態

サ
ミ
ス
タ
の
抵
抗
値
が
温
度
に
応
じ
て

ー
ー

ー

式
の
も
の

適
切
に
変
動
す
る
こ
と

ー
。

(2
)
バ
イ
メ
タ
ル
過
熱
防
止
装
置
の
状
態

バ
イ
メ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
の
回
路
を
遮
断
し
た

式
の
も
の

場
合
燃
焼
が
停
止
す
る
こ
と

、
。

浴
室
用
電
気
共
通
の
事
項

－
設
置
状
態

(1
)
機
器
固
定
用
金
具
を
有
す
る
も
の
に

乾
燥
機

あ
っ
て
は
機
器
固
定
用
金
具
の
変
形

、

が
な
い
こ
と
。

(2
)
固
定
ね
じ
の
緩
み
が
な
い
こ
と
。

本
体
外
装

熱
に
よ
る
著
し
い
変
形
変
色
又
は
損
傷
が

、

な
い
こ
と
。

本
体
内
部

本
体
内
部
に
著
し
い
ほ
こ
り
そ
の
他
の
異
物

の
混
入
が
な
い
こ
と
。

ヒ
タ
部

（構
造
上
確
認
で
き
ヒ
タ
接
続
部
に
変
形
又
は
変
色
が
な
い

ー
ー

ー
ー

な
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
こ
と
。

の
を
除
く

）

。

モ
タ
部

（構
造
上
確
認
で
き
(1
)
モ
タ
接
続
部
に
変
形
又
は
変
色

ー
ー

ー
ー

な
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

が
な
い
こ
と
。

の
を
除
く

）

(2
)
モ
タ
の
回
転
に
異
常
が
な
い
こ

。
ー
ー

と
。

回
路
基
板

（構
造
上
確
認
で
き
な
回
路
基
板
に
著
し
い
変
色
が
な
い
こ
と
。

い
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く

）

。

内
部
配
線

(1
)
配
線
の
結
束
部
の
外
れ
が
な
い
こ
と

。
(2
)
配
線
の
被
覆
に
損
傷
が
な
い
こ
と
。

(3
)
接
続
コ
ネ
ク
タ
に
変
形
又
は
変
色

ー

が
な
い
こ
と
。



絶
縁
抵
抗
試
験

絶
縁
抵
抗
値
が

1
メ
ガ
オ
ム

（二
重
絶
縁

ー

構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は

3
メ
ガ
オ
ム

）

ー

以
上
で
あ
る
こ
と
。

電
源
電
線
の
有
無
(1
)
あ
る
も
の

電
源
接
続
部
及
び
接
地

（構
造
上
(1
)
電
源
接
続
部
に
変
形
変
色
損
傷

、
、

確
認
で
き
な
い
箇
所
に
設
置
さ
れ

腐
食
又
は
ほ
こ
り
の
堆
積
が
な
い
こ

、

て
い
る
も
の
は
除
く

）

と
。

。

(2
)
電
源
電
線
と
屋
内
配
線
と
の
接
続
部

に
変
形
変
色
腐
食
ほ
こ
り
の
堆

、
、
、

積
が
な
く
又
は
緩
み
が
な
い
こ
と

、
。

(3
)
電
源
電
線
の
被
覆
に
損
傷
が
な
い
こ

と
。

(4
)
ア
ス
線
が
ア
ス
端
子
に
確
実
に

ー
ー

接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(2
)
な
い
も
の

電
源
接
続
部
及
び
接
地

(1
)
電
源
接
続
部
に
変
形
変
色
損
傷

、
、

腐
食
又
は
ほ
こ
り
の
堆
積
が
な
い
こ

、と
。

(2
)
ア
ス
線
が
ア
ス
端
子
に
確
実
に

ー
ー

接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。


